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平成25年度調査研究発表会全体会の様子

一般の方，県外から参加される方は
こちらから参加申込書をダウンロード
することができます。

鹿児島県内の学校からの申込みは，各学校で取り
まとめ，市町村教育委員会，教育事務所を通じて提
出してください。なお，鹿児島市内の学校は鹿児島
市教育委員会を通じて，県立学校は直接，県総合教
育センターへ提出してください。
（平成26年10月20日付け鹿教セ第170号を参照）

鹿児島県総合教育センター
Webページトップ画面

共に学び合うワークショップ型研究協議
（平成25年度開催の分科会から）
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○ 調査研究の概要
○ 研究発表Ⅰ

学習内容の関連を踏まえた「判断基準」
に基づく指導と評価についての発表

○ 研究発表Ⅱ
「学校楽しぃーと」等を活用した

不登校の未然防止についての発表

○ 研究発表

○ 事例発表

○ ワークショップ型研究協議



平成26年度 調査研究発表会

不登校の未然防止と支援の在り方に関する研究
～「学校楽しぃーと」等を活用した児童生徒への
対応～

＜研究主題＞

学校生活に関する児童生徒（小・中・高）への意識調
査，不登校対応に関する教職員への実態調査を基に「学
校楽しぃーと」等を活用した不登校の未然防止や初期対
応のモデルについて発表します。

平成26年度 調査研究発表会

研究発表Ⅱ

学習内容の関連を踏まえた思考力・判断力・表現力
の育成に関する研究

～「判断基準」に基づく指導と評価を通して～

＜研究主題＞

知識基盤社会を生きていく上で必要な思考力･判断力･
表現力の継続的な育成について，見通しを立てたり振り
返ったりする学習などの視点から学習内容の関連を図る
とともに，これまでの「判断基準」に基づく指導と評価
の研究を生かして実践してきたことを発表します。

研究発表Ⅰ

１２：５０～１６：２５

長期研修募集 高等学校情報教育継続研修募集

（教科教育研修課） （教育相談課）

【研究主題】

「情報活用能力の育成に関する研究Ⅱ
～言語活動の充実に資するICT活用の在り方～」

学習活動における ｢まとめる(表現・処理・創
造)｣ ，｢いかす(発信・伝達)｣ の場面を中心に，
言語活動の充実を見据えた児童生徒のICT活用
により，情報活用能力を育成する方策等につい
て協議します。

【研究主題】
「特別支援学校における一貫性・系統性

のある指導の在り方に関する研究Ⅱ
～知的障害のある児童生徒の指導目標の設定及び

指導内容の選択・組織の工夫～」

知的障害のある児童生徒の一貫性・系統性の
ある指導について，教育課程の現状と課題を明
らかにし，さらに指導目標の設定の工夫につい
て協議します。

午前中の発表に引き続き，各教科に分かれて，研究発表・事例発表・協議を行います。

午前中の発表に引き続き，研究発表・事例発表・協議を行います。

１ 長期研修の趣旨
各教科等に関する教育実践上の課題を踏まえ

た研究主題について研究に取り組ませるととも
に，教育全般について研修等を実施し，教員と
しての資質を高め，本県教育の充実・発展に寄
与する人材の育成を図る。

２ 研修期間
平成27年４月１日から平成28年３月31日まで
（１年間）

３ 募集人員
11人（小学校５人，中学校３人，

高等学校２人，特別支援学校１人）

１ 継続研修の趣旨
急速に進展する情報化に対応した情報教育を

推進するために，通年により継続的に専門的研
修を行い，最新の情報や技術の習得を図ること
により，情報教育の充実に資する。

２ 研修期間
平成27年５月から平成28年２月までの期間に

おける金曜日（年間20回の実施）

３ 募集人員
11人（県立・市立）

第１分科会 第２分科会 第３分科会 第４分科会 第５分科会

国 語 科 社会・地歴・公民科 算数 ・数学科 理 科 外国語活動，外国語科

第６分科会 情 報 教 育 第７分科会 特別支援教育

第８分科会

教 育 相 談



平成26年10月17日(金)

公開当日の様子

「思考力・判断力・表現力」を育成する学習指導
～「判断基準」の設定による指導法の改善Ⅱ～

研究主題

鹿児島大学髙谷准教授による演
習を交えた講演

タブレットを見ながら表現方法
を話し合った体育の授業

心臓の血液の循環をモデルで確認
し予想を立てた理科の授業

ワークショップ型研究協議で出
された内容をグループで発表

平成26年11月５日(水)

公開当日の様子

個々の生徒の学力向上と進路実現を目指す授業改善
～基礎的・基本的な知識・技能の

習得と活用を図る学習指導～

研究主題

全体会における研究概要の説明 付箋に一人一人が考えを書き出
した情報モラルの授業

グループ内で考えたことを確か
め合った英語の授業

各過程における改善策等をワーク
ショップ型で出し合った分科会

慶應義塾大学鹿毛教授による講
演

電子黒板を見ながら「自分事の
問い」をもつ子供たち

タブレット端末を用いて思考す
る子供たち

活発な意見交換が行われた各分
科会における研究協議

公開当日の様子

「書くこと」の力を伸ばす学年別複式国語科学習指導
～複式学級における重点的・段階的な「書くこと」
の指導の工夫～

研究主題

多くの参加者のもとに開か
れた全体会

調べたことをワークシート
にまとめて整理する３年生

分かりやすい新聞の割り付
けをみんなで考える４年生

二つの部会に分かれ熱心な
協議が行われた研究協議

平成26年11月14日(金)

公開当日の様子

問いをもち，主体的に学ぶ子どもを育てる授業づくり

研究主題

平成26年10月31日(金)

研究・実践の成果を生かし，
参加された先生方と共に授業力
の向上について考えました。
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。

鹿児島学習定着度調査を取り上げた指導資料

詳しくは，当教育センター
Webページを御覧ください。

教科等
教科等番号 標 題 対象校種

国語
第131号 鹿児島学習定着度調査を生かした小学校国語科の指導法改善 小・特支

社会
第125号 鹿児島学習定着度調査を生かした小学校社会科の授業改善 小・特支

算数
第138号 鹿児島学習定着度調査を生かした算数科の指導法改善 小・特支

数学
第139号 「データの分析」における言語活動を生かした指導の工夫 高・特支

理科
第297号

鹿児島学習定着度調査を生かした小学校理科の指導法改善
－科学的な思考力・表現力を育成する指導の工夫－

小・特支

理科
第298号 鹿児島学習定着度調査を生かした中学校理科の指導法改善 中・特支

理科
第299号 中学校，高等学校における放射線に関する学習指導のポイント

中・高・
特支

美術，芸術
(美術)
第41号

視覚的なプレゼンテーション能力を育成するための学習指導の在り方
中・高・
特支

外国語
(英語)
第76号

「英語表現Ⅰ」におけるコミュニケーションを意識した指導の工夫 高・特支

外国語
(英語)
第77号

読みを深めるための指導
－発問の工夫を中心に－

高・特支

幼児教育
第17号 言葉による「伝え合い」を育む教師の関わり

幼・小・
特支

情報教育
第132号 学校等での著作物の利用について

幼・小・
中・高・
特支

情報教育
第133号

情報モラルの指導
－インターネット・リテラシーを育むために－

小・中・
高・特支

特別支援教育
第176号 課題分析を活用した個別の指導計画に基づく指導

幼・小・
中・特支

特別支援教育
第177号

幼児児童生徒の気になる行動に対する指導・支援
－応用行動分析の視点から－

幼・小・
中・高・
特支

特別支援教育
第178号 自閉症・情緒障害特別支援学級における朝の会活動について

幼・小・
中・特支

教育相談
第133号

児童生徒の心情を引き出す教育相談の工夫
－すごろくトーキングの活用－

小・中・
高・特支

生徒指導
第66号

言葉でいじめる児童生徒への指導の在り方
－ポジション・チェンジのワークを活用して－

小・中・
高・特支

当教育センターでは，
毎朝8:25にさわやかな
朝日の下でラジオ体操
を行っています。この
ような長年の取組が認
められ，この度，「平
成26年度ラジオ体操九
州地方表彰」を受賞い
たしました。
皆様も，研修等で当

教育センターへお越し
の際には，御一緒にラ
ジオ体操をいかがでし
ょうか。

さわやかな空気に包まれ，
色鮮やかな芝生でのラジオ体
操。ここから素敵な一日が始
まります。

表彰状と盾をいただきました。

教科等
教科等番号

標 題

国語
第129号

「鹿児島学習定着度調査」を生かした指導法改善
－思考力・判断力・表現力の育成を目指して－

数学
第137号

「資料の活用」に関する学習指導法の工夫
－鹿児島学習定着度調査等を踏まえて－

外国語
(英語)
第75号

鹿児島学習定着度調査を生かした「思考・表現」に関する指
導法改善 －「外国語理解の能力」，「外国語表現の能力」
に関する視点から－

４
月
発
行


